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●2政府が●●した●識奮輩•で●"=•勺在り方についし●●ル・・しられており 、 躙..,,,いも●●っています。次●●伍謳入●である戴下ご●●lよ●釦＊●とはどのよう
な存在で，そし石●はどうあるぺ●とお●えでしょうか．瓢下が即位されれば•后となられる襄子さまの霧亭m糟小について、 お＝人でどのようなお鯛をされておられます
か．

皇太子船下
象徴天皇,.ついては， 捏下が繰り返し述へられてい，t9ように， 士た、 私自身もこれまで何度かお記ししたように ， 過去の夭●9瑶んで →られた道と 子してまた ，

冒”' 即？翌塁::盃:：；：は？芦？定に思ュ戸年と苫楽を共にしなから、呻切幸ピを●い、 象筍とはどうあるべきか， その望

ヒ下は ， おこ9 9えの中て［天皇の務めぐ、 しC ， 旬よりも9ず国民の女ギと幸せを祈ることを大切に考えて采ましたが， 后均9e●にあたっては ， 時として人々の傍らL
ワら ， その固項を傾け ， 思いに寄りふうことも大切なことと考えいkました9とがへられました ， 9ムも， 阪神淡詑大震災や棗日本大震災が発生した1斤には，雅子と共
に数度にわたり被災地を訪れ，被災された，，々から直揉、 大切な人セ失った悲しみや生活面での御苫99など9eついC伺いましにとても心の●むことてしたが， 少して
も被｀父された方々の痛みに思いを寄せることができたのであればと●っ•cいます．また， ふだんの公務などでも国民の皆さんとお記をする機会がh々にありますか ， そ
うした檀会を●し ， 直19国民と接することの大切さを実さしておりま9,

このよっな七Al4, ＂LC.」L~―-99・，」�ょ」9949J‘った内去の天宝も同19に強くお持ちでいらっしゃったようて9，糾年の8月 、 船ふ●知県西尾市の老●文庫を訪れた

'"'こ ， 戟国問1なの16世紀中頃のことで999 ， 洪水は｛・人似不順による飢99や疫病の流行9,―心を渭められた後奈良天●が ， 舌しむ人々のために ， 9●国の神社や寺に奉納す

るために自ら写経された●紺般若心経のっちの一 巻ヤ19兒する祖合［こ患まれました ． 紺色の紙に合えぐ●かれた憎奈良天皇の船石心経は巳●文庫以外にも幾つか残っ
［いますが'{のうちの一 つ力●●には「払は民の父母として 、 徳を1”Sらせることができず ， 心を潟めている」届の天塁の思いが記されCおりました． 災害や疫病

の流行に対しC,般若心経を写梓して●納された項は ， 平安時代に疫病の大方行があった折の磋峨天皇を始め， 鎌臼時代の後雌峨天室， 伏見天●， 南北朝時代の北朝の
後光●天皇亨町時代の後花●天皇後I御門天皇後柏原反望そして ， 今お記しした●奈良天●などが李けられ士す， 私口9こうした先人のなさりよう合心にと
とめ ， 国民を思い 』 国民のためie祈るととも見両翌卜がまさになさ9 Cおられるように ， 国民に和こ寄りぷい ， 人々と共に喜ひ ， 共に悲しむ， ということを紐けてい

きたいと思い9す，払が ， この後奈良天皇の宕翰を拝見し,.のば ， 8月8日に人●陛下のおことばを1司う前Eでした 。 時代は貝なりゑ9が， 図らずも， 2日紐けC，天呈陛
9のお気持ちに触れることがて＇ きたことに深い感慨を寛入9 9, 

私がここ10年ほと関わaている「水」問題については， 水は人々の生，舌にとって不可欠なものであると［冠寺に洪水などの災害をもたらすものです．このように
「水」を切り口として， 国民生活の安定●●， 蚕かさや防災なと9し考入を巡らせ9いくこともできると思います．払としては、 今逢とも ， 国民の幸せや， 世界各地の

人々の生活氏］上を願っていく上での， 一)0漏として ， I水」悶●への●組を大切にしていければと思っております．

また ， 私のこうした思いについて［ユ 』 円頃から藉子とし98をしてきCおり 、 将来の務めについても9るし合つていさたいと考えております。

皇太子殿下お誕生日に際し（平成29年）　　宮内庁HP




